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Measurement system of topography considering time and space by a drone for
prevention and reduction of natural disaster in the Aso region
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	３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取組
	画像解析の精度は使用した画像の枚数に依存しないこと，対象との距離が近い画像を用いることで斜面の細かい凹凸をとらえることができるなど解析精度に関する知見を得ることができた。しかし，ドローンを岩盤斜面に近づけることは危険が伴う。今回はドローンの飛行をマニュアル操縦したが，ドローンにはすでに水平面内での自動航行ができるシステムが導入されているので，これを利用すると同じ位置から撮影を行うことができ，常に同程度の精度の３次元モデルの作成ができ，高品質データとして保管が可能となる。しかし，斜面表面に沿うよう...
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